
っそくお昼ごはんでお出しすると何よりも先に口にされ、
おいしそうに召し上がる奥様。それを見つめるご主人の嬉し

そうな笑顔が本当に感動的でした。今は3食とも口から食べられる
ようになることを目標に、リハビリに励まれています。
　ハラケアシステムを信じてお任せくださる皆様の力になれることが
何よりも活力になります。これからも多職種で利用者様、ご家族様の
願いに寄り添っていきます！

々は他の施設におられ、ハラケアの言語聴覚士が訪問での
リハビリに介入させていただいていたのですが、

うちのはもう一生口から食べられんのかね…？

とご主人からの切実なお言葉に心を打たれ、たでいけ至福の園へ
の入居を勧めた経緯があります。入居後は言語聴覚士の嚥下（飲み
込み）訓練を中心とした多職種でのリハビリや栄養管理も順調に
進み、現在は1日に2食は口からごはんを召し上がっていただける
ようになりました。
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あなたにとって安心できる家であるために ...

Sh i fuku Dayor i
Tadeike Shifuku no Sono
information

ハラケアだから出来る！

想いを実現するケア
イサービスでの時間をいつも2人で過ごされている仲睦ま
じいT様ご夫婦の奥様は甘いものが大好きでいらっしゃ

いますが、現在も胃に直接管を通し栄養を摂取する「胃ろう」と
いう処置を受けられています。

9月14日に開催しました「たでいけ至福の園敬老秋祭り」、多数の皆様にお越し
いただき、大いに盛り上がりました。ご来場いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。
これからも地域の皆様とのかかわりを何より大切にし、地域の皆様に必要と
される高齢者施設となるべく成長を続けてまいりたいと思っております。
まだまだ暑い日が続いております。利用者様の体調管理には万全を期した
上で、ハラケアシステムらしい活動を今後も続けてまいります！！
これからもどうぞよろしくお願いいたします。

株式会社ハラケアシステム　代表取締役社長　原 秀直

元

デ

さ

んな奥様をいつも側で支え続けてきたご主人はりんご園を
営まれてきた方です。食べられるようになった奥様に旬の

果物を食べさせたいと、スタッフの介助のもと、ご夫婦そろって
ご主人の果樹園へ果物狩りにお出かけしてきました。　久しぶり
に来た！！　と懐かしい光景や香りに嬉しそうな奥様。ご主人も
張り切って案内してくださり、おいしそうな梨とブドウを施設に
たくさん持ち帰らせてくださいました。

そ



日々の情報から採用情報まで 情報もりだくさん！

たでいけ
至福の園
ホームページ

ハラケア
システム
YouTube

たでいけ
至福の園
Facebook

たでいけ
至福の園
Instagram

  くらしの保健室
 t e t o t e
Instagram

今年の3月からデイサービスの介護職員として働かせて
もらっています。無資格未経験で何も知らない状態から
働き始めましたが、色々な経験をさせてもらい毎日が
とても充実しています。たくさんの利用者様と接する中
で「ありがとう」と言ってもらうと自分も何かの役に立て
たと思い楽しく仕事ができています。今は資格取得に
向け、勉強中の身ですが、経験と知識、技術を身につけ
ていき、これから先自分のような無資格未経験の方の
見本になれる様に努力していきます。

［ 介護職 ］ 野口 裕貴 Hiroki Noguchi

今年の3月から、たでいけ至福の園のディサービスで
働かせていただいております。
介護福祉士として働かせていただくのは初めてだったの
ですが、先輩方のサポートが心強く、日々楽しくやりがい
を感じながらお仕事をさせていただいています。
これからも資格と至福の園で培った経験を活かしながら
利用者様が笑顔で楽しく過ごせるように頑張ります。
よろしくお願いします！

［ 介護職 ］ 折田 奈菜 Nana Orita
職員紹介

スイカ割りをしました当時を生きてこられた皆様に
感謝と尊敬の一日

戦後80年

あつまれハラケアキッズ！！
今年も開催！

満喫！夏

　夏のスイーツと言えばスイカ！デイサービスでは スイカ
割り大会 を開催しました！
　目隠しをしてスイカに向かっていく挑戦者の方々へ

まっすぐまっすぐ！

そこです！そのまま！そのままですよ！
と利用者様と職員の応援の声も白熱！最後は男性利用者
様の力強い一撃で大きなスイカは真っ二つに。
　その後厨房で綺麗にカットしてもらい、おやつの時間♪
「今年のスイカは格別に甘いが～」と夏を満喫した皆様
でした。

・麦ごはん
・鶏と野菜の煮物
・いもがらの味噌炒め
・お漬物
・すいとん

当日の献立

　元小学校の校長先生の副社長はじめ、書道が師範級の腕前
の職員などが夏休みの宿題を全面サポート。管理栄養士と
共に自分たちのお昼ごはんを作り、みんなで食べた後はたで
いけ至福の園へ。お父さんお母さんの働く姿を見学したり、
活動に参加して利用者様と交流をしたり…。普段見られない
お父さんお母さんの働く姿を見て、子供たちも嬉しそうな笑顔

　子どもたちにとって最大の楽しみである夏休み。いつも頑張ってくれているスタッフ
に感謝の意味も込めて、スタッフの子どもたちに特別な思い出を作ってもらいたい！と
昨年から始まった　あつまれハラケアキッズ　を今年も開催しました。

を見せていました。おやつのかき氷とわたあめでお祭り
気分も味わい、初対面だった子達もすっかりお友達に♪
　「ママのお仕事場楽しいね」「嫌いなナスが食べられる
ようになったよ」「おじいちゃんもおばあちゃんも優し
かった！また行きたい！」と嬉しい感想も届き、今後は職員
同士の結束が家族ぐるみでますますパワーアップしそう
なハラケアシステムです。

　“はすいも” と呼ばれるサトイモ科の植物を使用したので
すが、初めての食材に厨房でも調理に悪戦苦闘。手袋をして
いても皮を剥く際に手や顔がかゆくなるハプニングもあり、
当時の炊事の過酷さを改めて実感しました。
　食事を提供すると利用者様からは「はすいもだね、懐か
しい」「今度は酢の物で出して」など昼食をきっかけに当時
のお話も聞くことが出来、とても勉強になった一日でした。

　戦後80年を迎えた8月15日、たでいけ至福の園では先人
の皆様に感謝の想いを込めて、戦時中の食事を再現した
昼食を提供させていただきました。


